
「芸術とは、治ってはいけない病気なのだ！」  

アトリエの入口に掲げられたパネルの言葉

に、心がざわついた。人間の本能にある造形

への「衝動」。誰もが内面の奥底に抱える「狂

気」。それらが「芸術」として昇華するプロセ

スとは？「治ってはいけない」に込められた

想いとは？ 

不寛容さが広がる現代社会。誰もが苦悩し

ていると言える。その葛藤や苦しみが「きら

めき」となるその瞬間、決して独りではない

ことに気づく。 

この映画を通して、精神障害のある人たち

をよく知り理解しあい、人と人が繋がりあえ

ますように。そして、誰もが自分らしく豊か

に暮らせる街になってほしい。そんな祈りと

希望を込めて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年6 月２４日（月） 

 

会場 川崎市アートセンター 

アルテリオ映像館 
小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3 分 

 

事前申し込み制（先着順、定員 100 名）
※お申込み方法は裏面に記載しています。  

 

参加費 無料 
 

主催：社会福祉法人 SKY かわさき 

お問合せ先：北部地域生活支援センターゆりあす 

         044-281-6641 担当 石井・谷津 

 
 

 

＆映画出演者とSKYメンバーのトークセッション 

＆川崎市では初の作品展同時開催！ 

 

第 14回ヴズール国際アジア映画祭【仏】 

観客賞・ドキュメンタリー最優秀作品賞 

映画

 

2024年度 SKYかわさき 普及啓発事業 

～心の杖として鏡として～」上映会 
 

 

ドキュメンタリー 

 

◆プログラム◆ 

11：00～ 3F 作品展スタート 

12：00～ 2F 映像館入場受付 

12：30～ 上映会スタート 

14：00～ 休憩 

14：20～15：20 トークセッション 

～16：30 3F 作品展終了 
 

～トークゲスト～ 

高橋 愼二 （監督・カメラマン） 

安彦 講平 （平川病院造形教室講師） 

映画出演メンバー 

SKYかわさきメンバー 

 



 

参加申込書 FAX：044-966-2612 SKYかわさき普及啓発委員会宛 

お名前（必須） 

 

連絡先 （必須）  

 

TEL: 

 

FAX:  

所属 （任意） 該当するものに○ 

当事者   当事者のご家族  行政機関      

医療・福祉従事者   学校関係者   学生 

一般     美術関係者 

SKYかわさき役員・職員・ボランティア等 

SKYかわさき利用者・利用者家族 

その他（                       ） 

お住まい 

□川崎市内  □川崎市外 

                   

 

 

 

 

〈あらすじ〉 
精神科病院の中にある造形教室。ここには様々な困難を抱えた人たち

がやってくる。カメラは彼らとの 10 年にわたる交流を経て現代に 

稀に見る“魂の営みの場”を捉えていた。 

 

 

主催：社会福祉法人 SKYかわさき 

お問い合わせ先：044-281-6641  
（北部地域生活支援センターゆりあす 担当 石井・谷津） 

 

～お客様へのご協力のお願い～ 
 
☆ 定員を超えた場合には、ご連絡いたします。 

キャンセルされる場合にはお知らせください。 

☆ 会場に駐車場はございません。交通機関のご利用をお願いいたします。 

☆ 当日、発熱や咳の症状など体調に不安のある場合は、無理をなさらず、 

ご来館をお控えいただきますようお願いいたします。 

 

【上映会＆トークショーお申し込み方法】 （締め切り 6/１７） 

 

  

 

 

 

 

手話通訳のご利用が必要な方は、□に✔を入れてください。     □手話通訳を利用する  

右のQRコードのお申し込みフォームでご入力されるか、 

下記の参加申込書にご記入の上、FAXにてお申込みください 
 

参加申し込み用紙 

 ドキュメンタリー映画 
「破片のきらめき 

～心の杖として鏡として

～」 

 

監督 高橋愼二 （カラー・80

分） 

 

 


